
就農相談から独立･自営就農後までのスケジュール（イメージ）
《南阿蘇村農業研修生受入協議会》

1 相 談 者 ： 南阿蘇　太郎　(30歳) ※研修は随時受付しています。受付時期によりスケジュールも変わります。今回は4月1日から研修開始をする場合の例です。
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2 相 談 日 ： 令和2年1月6日

3 体験研修申請：
令和2年1月下旬～2月上旬
（同時に研修申請書提出可）

4 体 験 研 修 ：
令和2年2月中旬～
　　　　　　　3月上旬（3日間）

5 研 修 申 請 ： 令和2年3月上旬

6 選 考 会 ： 令和2年3月下旬

7 準 備 型 申 請 ： 令和2年3月下旬

8 研 修 開 始 ： 令和2年4月1日～（最長2年間）

9 研修状況の確認： 毎年5月、10月（状況次第では随時）

《就農準備》

1

認定新規就農者の
認定を受ける準
備 ：

令和3年7月上旬提出
青年等就農計画認定申請書
提出

2 見 積 書 提 出 ： 令和3年7月上旬提出

3 認 定 審 査 会 ： 令和3年7月中旬

4 認 定 書 交 付 ： 令和3年7月中旬

5 農 地 の 確 保 ： 令和3年4月下旬頃～

6
人･農地プランへの
位 置 づ け ： 令和3年7月中旬～

7
青年等就農資金の
申請・審査等： 令和3年7月中旬～

8 園芸施設の建設： 借受け決定後～

9 土 づ く り ： 園芸施設完成後～

10
経営開始型追加書
類 作 成 ：

令和4年3月1日

11 就農日（予定）： 令和4年4月1日

《就農後》

12
経営開始型交付開
始 日 ： 令和4年5月15日頃

13 就農状況報告：
毎年7月、1月に就農状況を
農政課へ報告

14 現地確認指導： 毎年5月、10月に現地指導を実施
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相談日

《研修開始1年目》 《研修開始2年目》

受入農家を決める（将来の農業師匠と呼べる農家を選定します。）

研修開始

空家バンク制度の登録（家族の場合は公営住宅入居申込も同時に行なう）

本人、協議会会長、受入農家、県、JA、村、農業委員会で実施

農業次世代人材投資事業（準備型）の申請

青年等就農計画認定申請書の作成と同時並行で農業委員会へ手続

青年等就農計画認定申請書の作成を早めに実施。7月上旬で提出

本人、県、JA、村、農業委員会で実施

上記認定後、圃場のある集落の地元説明会を開催し、人･農地プランの承認を得る。

申請から借入まで約4ヶ月要しますので、ハウスの完成時期を逆算しおおよその申請を決めます。

農機具や園芸施設の見積書は青年等就農計画認定申請書の作成と併せて作成。7月上旬で提出

交付要件を満たした日から5年間、最大150万円/年（前年の総所得額により変動）

就農日

研修終了
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